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五
所
川
原
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等
看
護
学

院
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山
形
明
義
学
院
長
）
で
は

十

一
月
十
五
、
十
六
の
両
日
、
 

「健
康
の
向
上
」
を
メ
イ
ン
テ
 

ー
マ
と
し
た
「第

一
回
看
学
祭
」
 

を
開
催
、
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
血
圧
、
肺
活
量
、
 

視
力
な
ど
を
検
査
す
る
健
康
チ

エ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
介
護
用
品

展
示
コ
ー
ナ
ー
、
寝
た
き
り
老

人
を
対
象
に
床
ず
れ
予
防
、
、
ン
 

ー
ツ
交
換
な
ど
を
す
る
家
庭
介

護
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
十
五
日
に
は
看
護
研

究
発
表
会
が
行
わ
れ
、
会
場
を

訪
れ
た
市
民
は
生
徒
の
学
習
の

成
果
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
 

病気で倒れた「白雪姫」を看護する院生 

人口と世帯 
ー ー … 前月比 

	

23 、721 	(+23) 

	

26,449 	(+41) 

	

50,170 	(+64) 

	

帯数 16,459 	(+41) 

(10月31日現在 住民基本台帳） 
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前月比

男 23，721 (+23) 
9:. 2 6 ， 4. 4 9 ( + 4 1 ) 
Jr 5 0 ， I 7 0 ( + 6 4 ) 
l世帯数 16，459 (+41) 

(lO!i31n現従住民基本台帳)
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平成 2年度決算の状況 
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平成 2 年度 ー般会計歳入歳出決算の状況（見込み） 

二
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歳 入 

収入済額 76億761万3千円 

収入率 46.1% 
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支出済額 66億858万3千円 

支出率 40.0% 
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費
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防 	I 

233 

県 基 諸 

平成 3 年度 	（平成 3 年 9 月30日現在） 

―般会計歳入歳出予算執行状況 

歳入歳出予算額 165億242万1干円 

（繰越明許・逓次繰越含む） 

~ h 

平成 3 年（1991年）12月1目 
	

広報ごしょがわら 
	

（第748号）② 

市の財政がどのように運営され、どのよ 

うな状況にあるかをお知らせします。 

五所川原市長 佐々木栄造 

今回は、平成 3年度予算の執行状況と平成 2 
年度決算の状況をおしらせします。 

歳 	メ、 	「メ： 	分 」反 入 済 額 構成比（%) 歳 支 出 済 額 構成比（%) 

市 	 税 36億4,770万8 千ド」 21.9 議 会 費 1億8:274万6千円 1.1 
地 方 譲 与 税 3億142万6千円 1.8 総 務 費 24イ意1,925万8千円 14.8 

利 子 割 交 付 看・ 1億2,316万2 千円 0.7 Iモ 生 費 4］億5,699万4千円 25.4 

自動車取得税交付金 9,646万8千円 0.6 衛 ノI三 費 11億5,348万円 7.1 

地 方 交 付 税 55イ意3,680万1千円 33.3 ‘労 働 費 1億2,918万4千・円 0.8 
交通安全対策特別交付金 1,112万3千円 0.1 農 林 水 産 業 費 5億524万「月 3.1 

分担金 及 び 負 担 金 4億2,565万7-千円 2.6 商 3億8,325万5千円 2.3 
使 用 料及 び 手数 料 2億6,558万3千I]-] 1.6 t二 木 費 27億739万1千「1 16.5 

匡I 	庫 	支 	出 	金 30億563万7千円 18.1 消 lI方 費 6億8,678万4 千円 4.2 

県 	支 	出 	金 5億7,666万5千円 3.5 教 育 費 23億3 . 767万’1千円 14.3 

財 	産 	収 	入 5,597万3千・円 0.3 災 1億6,164万円 1.0 

寄 	 Fff 	金 160万円 0.0 公 債 費 15億3,004万7千円 9.3 

繰 	1、． 	 金 H意6,439万2千円 1.0 諸 支 出 金 1 , 588万6千ー F] 0.1 

繰 	越 	 金 1億3,903万9千円 0.8 r 備 費 0千I月ノ 0.0 

諸 	 ll又 	 メ、 9億5,869万~月 5.7 

市 	 イ責 13億3,150万円 8.0 

合 	 計 166億4,142万4千円 100.0 合 「十 163億6,957万6千円 100.0 

平成 2 年度 特別会計歳入歳出決算の状況（見込み） 
会 	計 	区 	分 収 	人 済 額 支 

国民健康保険 事業勘定 35億6,685万 2 千円 34イ意 1,184万 7 千円 

老 	人 	f呆 	健 22億2,77 1万 3 千円 22億 1,465万 5 千円 

高 等 看 護 学 院 5,795万 2 千 LI 5,795万 2 千円 

」乏者森平和公園造 I戎事業 334万 2 千円 306万 8 千円 

ド 	水 	道 	事 	業 1 41意 190万 1 千円 1 3億3,74 1万 1千円 

農 業 集 落 排 水 事 業 2 億2,258 万 4 千円 1億8,003 万 9 千ドI 

ヂIJIi:3年 (1991年)12111 11 広報ごしょがわら (第748乃)2， 

平成2年度決算の状況

市の財政がどのように運営され、どのよ

うな状況にあるかをお知らせします。

五所川原市長佐々木栄造

今jnjは、平IJ文3"1て度予算の執行状況と平成2

"F.度決tlの状況をおしらせします。
平成3年度 (平成 3年 9月30日現在)

一般会計歳入歳出予算執行状況

歳入歳出予算額 165億242万1千円

(繰越明許・逓次繰越含む)
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市債の状況（平成 3年 9月30日現在） 

青森県巾町村職員共済組合 

1億4,515万5千円（1.3%) 

青森県 

4億551万3千円（3.7%) 

I営企業 

金融公庫 

23tt5,0'261i 
6 千円 

121.3%) 

借入 

総額 

Ill〕億1,0143 万711) 

郵政省 
24億250万2千円 

(21.8%) 

消防債 

1億4.220万7千円（1.3%) 

‘復旧債 

8,968万8千円（1.7%) 

民生債 

1億5.554万4 千円（4.1%) 

総務債 

1億8.680万5千円（.1.4%) 

農林 
水産業債’ 

6tU5.775 I, 
7 丁円（6.1)。。1 目 的別

総 額 

110億 l1183 ljI 

上木債 

56億969万 

4千円 
(50.9%) 

衛生債 

1億3,023万2千円（1.2%) 

労働債他 

2億5,016万 8千円（2.3%) 

l674b2 17> ~  T 

中小企業退職金共済事業団 

1億2.891万円（1.2%) 

子森県市町村振興協会他 

1億6,525万6千円（1.5%) 

大蔵省
巴億6.953カ 

2千円 
(38.8%) 

市税の負担状況 
（平成 3年 9 月30日現在） 

都市計画税 

1億1 .639万8丁円 

(6,977万円 59.9%) 

軽自動車税他 
4,45】万3千円 

(4.133万1千円 92.9%) 

市民税 

~ 2806,130.0 
5千円 

(9億2.649万 

8「円 59.3%> 

市税総額 

35億3. 786万 4千円 

122億1.262万 

固定資産税 	7千「9 63.4% 
14億7,056万 

3千 PI 
I 10801, 843 115 1円 

69.3%) 

注
…
（
 
）
書
は収
入
済
額
及
び
収
入
率
で
す
。
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琴琴琴響賞る五所川 

し平成 3年度予算執行状況と 

平成 3年度特別会計歳入歳出予算の執行状況 

（平成3年9月30日現在） 

会 計 区 分 予算現額 収入済額 ’げ 支出済額 畿r 
国民健康保険事業勘定 

34億 

4,459万円 

12億 

6,580万6千円 
36.7 

13億 

3,637万7千円 
認 8 

老 	人 	保 	健 
23億 
8,892万2千円 

9億 
7,815万7千円 

40.9 
9億 

9,666万3千円 
41.7 

高 等 看 護 学 院 6,307万5千円 381万円 a0 乙937万2千円 46.6 

長者森平和公園造成事業 309万8千円 2'77万4千円 89.5 142万円 45.8 

下 水 道 事 業 
16億 

8,222万1千円 

3億 
4,931万8千円 

20.8 
7億 

3,378万6千円 
43s 

農業集落排水事業 
nノ
】

q
J
 

【
ノ一
 

億

8
3
 
5
 

力
 
刊
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市 有 財 産 の 状 況 

（平成 3り 9 月30日現在） 

I 」 	 地 3,374,388 lTf 

うち 山 	林 191 ,246n? 

建 	 物 196, 909n'? 

有 	価 	証 	券 L403万7千円 

出 資 に よ る 権 利 8,023万5千円 

自 	動一 	車 125台 

債 	 権 1万7千円 

五所川原市土地開発基金 4,811万4千円 

五所川原市財政調整基金 2億4,618万9千円 

五所川原市特別導入基金 329万5千円 

国民健康保険財政調整基金 &000万円 

減 	債 	基 	金 4億7,067万4千円 

ふ る さ と 創 生 基 金 1億5,938万1千円 

五所川原市水田農業確立特別対策基金 &583万1千円 

動 	 物 （牛） 94頭 

―時借入金残高の状況 

月 	（未） 金 	 額 

4 0 

5 0 

6 0 

7 0 

8 0 

9 0 

(主てjZh史3年(1991年)12月 111 広報ごしょがわら (第748号)

市債の状況(平成 3年間30日現在)

u.~重県 rH町村職1"共済制作
liel，5151i5下川(1.30/0)

中小企業ill臓0:共済'11:t l'~ 
I{(!2， 891 }j 1'1 (1 ，200) 

町内県di町村振興協会他

1 (~6 ，5251j6 f'1'1 (1.50.) 

21(~250Ij2 f'1'1 
(21.800) 

ill>hf.¥ 
l(~ I ，220Jj7千1'1(1.300) 

:)i_，'.'i¥illl偵
M.i，'f8， 9681f8 f'1'1 (1 .7'0) 

Jetu( 

lf，中11'(
l{~3 ， 023 )j2 f'flJ (1.200) 

総i~f占

1:本的
56{(l969Ij 
1f'1'1 

(50.900) 

市税の負担状況

町idi，ih!hH見
I(I!I ，6:191j8 r 1'1 

軒 1'1動 小悦他

1. 1511i3 fl'1 
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平成3年度予算執行状況と

平成3年度特別会計歳入歳出予算の執行状況

(平成 3年 9月301::1現在)

会計 Iズ分 H~ 税額 収入済額 刷(0人，)争 支/11済椋j ~/I\争
。0)

l同l(健IJi保険，.~則定
31億 12億 36，7 13f古 38，8 
4，459万1'1 6，臼0lj6千1'1 3，637 )j7千川

芭 人 i社
23億 9(Q: 

40.9 9位 11.7 札!iií~892Ji2í- 1' 1 7，815万7下川 9，666Ij3下川

IUi i幸石必 γ 院 6，307Ii5l1'l 3811i門 6.0 2，937万2下川 16，6 

長高在、11111公開造成 '，i~ 初9万8干1'1 277)j 4下川 89.5 1421il'I 15.8 

ド水道'，. J.; 
16依 3(Q: 

20，8 7位 13，6 
8，222Jjl T-I'I 4，931 Ji8了1'1 3，378)i6下1'1

一一
股~1.Il";存排水 "i J.;

2(0 4，327 Jil'l 11.5 9，434万IT-川 31.6 
9，8151i2 f-I'I 

市有財産の状況
(平成3{Jニ 9Jl30 A現イE)

tt 

J也 3，374，388rll' 

うち 山 林 191，246m' 

主1E 物 196，909111 

1:1 {illi 日正 券 1，403万7千円

11¥ 資による権利 8，023万5千円

(1 動 125fi 

似 権 l万7千IJI

五所川原diU也開発 j，~金 4，811万4千円

五所川原 I行財政調整法金 2fM，618万9千円

fi. iJr川原di特別将人j出合 329万5千円

11<ILt健康保険財政調準法金 6，000万円

減 .J.~ 金 4依7，067万4千円

ふるさとれ11生法令 1符t5，938万1千円

五所川原l打点旧農業確立特別対策基金 3，583万l千円 |

糊 ]!lijJ 物 (牛)

一時借入金残高の状況
作九日は
収
入
済
制
制
及
び
収
入
率
で
す
。
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「社員からのひとこと 
藤 田 郁 江さん（21歳） 
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仕
事
に
追
わ
れ
四
苦
八
苦

し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
 

つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

会
社
で
企
画
す
る
ポ
ー
リ
ン
 

ン
グ
大
会
、
 

花
見
、
海
水

浴
等
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
参
加
し

た
り
、
又
周

囲
の
先
輩
達
 

の
励
ま
し
等
、
良
き
先
輩
達
に
 
一

も
恵
ま
れ
、
現
在
ま
で
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
も
の
と
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
、
財
務
状
況
を
管
理
し

た
り
資
金
計
画
を
た
て
る
等
、
 

よ
う
や
く
経
理
全
般
に
つ
い
て

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

当
社
の
経
理
事務
を
預
か
る

者
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
仕

事
に
責
任
を
も
っ
て
、
社
業
の

発
展
に
つ
く
し
て
い
く
覚
悟
で

す
。
 

平
成
元
年

三
月
、
木
造

高
校
を
卒
業

し
、
総
務
部

経
理
課
社
員

と
し
て
入
社

い
た
し
ま
し
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五
月
 

ニ
千
万
円
 

代
表
取
締
役
社
長
 

加
 

鈴
木
 
和
雄
 

事
業
内
容
 
高
級
婦人
服
製
造
 

従
業
員
 
二
百
二
十
五
名
（
関
 

連
企
業
含
む
）
 

当
社
は
、
昭
和
五
十
八
年
十

二
月
市
誘
致
企
業
と
し
て
川
山

地
区
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
 

以
後
、
順
調
に
業
績
を伸
ば

し
、
関
連
企
業
と
し
て
昭
和
六

十
一
年
、
津
軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
 
 

卿

（
金
木町
）
を
設
立
し
、
更

に
平
成
元
年
に
は
、
醐
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ア
レ
ッ
ク
ス
（
市
内
広

田
地
区
）
を
設
立
し
た
ど
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
 

現
在
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
コ

ー
 

ト
等
を
製
造
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

ハ
ン
ガ
ー
シ
ス
テ
ム
や
特
殊
ミ

シ
ン
、
自
動
機
等
、
積
極
的
に

設
備
投
資
を
し
て
お
り
、
生
産

性
の
効
率
化
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
更
に
大
手
商
社
の
三
菱

商
事
、
丸
紅
等
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
に
よ
り
安
定
し
た
取
引
先
を

確
保
し
て
お
り
、
し
か
も
、
付

加
価
値
の
高
い
製
品
の
受
注
体

制
の
確
立
等
、
今
後
の
生
産
性
 
 

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
又
、
福
利
厚
生
面
に
つ
い

て
は
、
社
員
旅
行
、
忘
矢
八

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
等
定
期
的
に

実
施
し
て
お
り
、
な
お
来
年
度

に
は
、
関
連
三
社
合
同
に
よ
る

海
外
旅
行
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
更
に
、
今
後
の
計
画
と
し

て
、
社
員
寮
の
建
設
（H
四
年

度
着
工
）
、
運
動
場
の
整
備
に

よ
り
、
 一
層
の
福
利
厚
生
の
充

実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

地
域
に
根
ぎ
し
た
企
業
と
し

て
、
更
に
貢
献
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

このコーナーは、市誘致企業として立地した企業を広

く市民の皆様方に知って戴くためのコーナーです。 

就職の際は是非参考にして戴ければと思います。 

なお、iご家族又は知人の方で首都圏てH動いている五所
川原市出身者でUターン就職希望される方は、市総務部
工業振興対策室（廿35- 2111 内290）ノ＼ご相談下さい。 

所
在
地
 
市
内
川
山
地
区
（本
 

社
岐
阜
県
）
 

般
立
年
月
 
昭
和
五
十
九
年
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このコーナーは、市誘致企業として立地した企業を広
<市民の皆様方に知って戴くためのコーナ です。
就職の際は是非参考にして戴ければと思います。
なお、こ:家族又は知人の方で首都圏で働いている五所
川原市出身者でUターン就職希望される方は、市総務部
工業振興対策室 (ft35-2111内290)へこ相談下さい。

ョ
ン
株
式
会
社

誘
致
企
業
第
五
号

青
森
フ
ア
ツ
シ

所
在
地

五
月

二
千
万
円

代
表
取
締
役
社
長

市
内
川
山
地
区
(
本

社
岐
阜
県
)

設
立
年
月

昭
和
五
十
九
年

資
本
金

代
表
者

鈴

木

和

雄

事
業
内
容

高
級
婦
人
服
製
造

従
業
員

二
百
二
十
五
名
(
関

連
企
業
含
む
)

当
社
は
、
昭
和
五
十
八
年
十

二
月
市
誘
致
企
業
と
し
て
川
山

地
区
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
、
順
調
に
業
績
を
伸
ば

し
、
関
連
企
業
と
し
て
昭
和
六

十
一
年
、
津
軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

社員からのひとこと
藤田 郁 江さん (21歳)

平
成
元
年

三
月
、
木
造

高
校
を
卒
業

し
、
総
務
部

経
理
課
社
員

と
し
て
入
社

い
た
し
ま
し

側
(
金
木
町
)
を
設
立
し
、
更

に
平
成
元
年
に
は
、
側
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ア
レ
ッ
ク
ス
(
市
内
広

田
地
区
)
を
設
立
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

現
在
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
コ
ー

ト
等
を
製
造
し
て
お
り
ま
す
が
、

ハ
ン
ガ
ー
シ
ス
テ
ム
や
特
殊
ミ

シ
ン
、
自
動
機
等
、
積
極
的
に

設
備
投
資
を
し
て
お
り
、
生
産

性
の
効
率
化
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
更
に
大
手
商
社
の
三
菱

商
事
、
丸
紅
等
と
の
タ
イ
ア
y

プ
に
よ
り
安
定
し
た
取
引
先
を

確
保
し
て
お
り
、
し
か
も
、
付

加
価
値
の
高
い
製
品
の
受
注
体

制
の
確
立
等
、
今
後
の
生
産
性

た
。
過
去
を
振
り
返
り
、
各
種

書
類
の
整
理
、
作
成
等
、
初
歩

的
な
仕
事
に
追
わ
れ
四
苦
八
苦

し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

会
社
で
企
画
す
る
ボ
l
リ
ン

ン
グ
大
会
、

花
見
、
海
水

浴
等
の
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
に
参
加
し

た
り
、
又
周

囲
の
先
輩
達

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
又
、
福
利
厚
生
面
に
つ
い

て
は
、
社
員
旅
行
、
忘
年
会
、

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
等
定
期
的
に

実
施
し
て
お
り
、
な
お
来
年
度

に
は
、
関
連
三
社
合
同
に
よ
る

海
外
旅
行
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
更
に
、
今
後
の
計
画
と
し

て
、
社
員
寮
の
建
設

(H
四
年

度
着
工
)
、
運
動
場
の
整
備
に

よ
り
、

一
層
の
福
利
厚
生
の
充

実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
と
し

て
、
更
に
貢
献
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

の
励
ま
し
等
、
良
き
先
輩
達
に

も
恵
ま
れ
、
現
在
ま
で
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
も
の
と
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
財
務
状
況
を
管
理
し

た
り
資
金
計
画
を
た
て
る
等
、

よ
う
や
く
経
理
全
般
に
つ
い
て

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

当
社
の
経
理
事
務
を
預
か
る

者
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
仕

事
に
責
任
を
も
っ
て
、
社
業
の

発
展
に
つ
く
し
て
い
く
覚
悟
で

す。



コ
誘
致
企
業
第

六
号
 

株
式
会
社
津
軽
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
 

（立
地
・
平
成
二
年
六
月
）
 

私
は
、
今
の
会
社
に
入
社
で

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
 

毎
日
が
充
実
し
、
出
社
し
て

来
て
楽
し
い
か
ら
で
す
。
し
か

し
辛
い
事
も
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
窒
素
ガ
ス
の
安
定
供
給
の

た
め
、
交
代
勤
務
で
夜
勤
が
あ
 

る
こ
と
で
す
。
又
、
毎
日
技
術

の
勉
強
を
して
い
る
よ
う
な
も

の
だ
か
ら
です
。
例
え
ば
各
種

ガ
ス
の
物
性
、プ
ラ
ン
ト
装
置

の
内
容
な
ど
難
し
い
事
が
山
ほ

ど
あ
っ
て
悩
む
事
が
度
々
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
は上
司
や
先

輩
が
助
け
て
く
れ
ま
す
。
 

又
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
悩
ん

で
い
る
時
も
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
、
軽
い
ァ
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
内

環
境
な
の
で
仕
事
、
プ
ラ
イ
べ
 

ー
ト
共
に
大
変
充
実
し
て
い
ま

す
。
 

社員からのひとこと 

桜 庭 哲 宏さん（22歳） 
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所
在
地
 
市
内
大
字漆
川
地
区
 

（漆
川
工
業
団
地
）
 

設
立
年
月
日
 
平
成
二
年
六月
 

十
八
日
 

代
表
者
 
代
表
取
締
役
社
長

斎
藤
 
文
一
 

事
業
内
容
 
窒
素
ガ
ス
製
造
 
 

従
業
員
 
男
子
五
名
 

当
社
は
、
お
岩
木
山
を
一
望

で
き
る
五
所
川
原
市
漆
川
工
業

団
地
に
、
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
株
式
会
社
津
軽
工
場
に

半
導
体
用
高
純
度
窒
素
ガ
ス
を

供
給
す
る
こ
と
を
目
的と
し
た

オ
ン
サ
イ
ト
工
場
と
し
て
、
青

森
県
内
で
は
三
番
目
、
津
軽
地

区
と
し
て
は
初
の
空
気
分
離
プ

ラ
ン
ト
と
し
て
立
地
い
た
し
ま

し
た
。
 

当
社
で
は
、
親
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
巴
商
会
の
企
業
理
念

主

ー
ザ
ー
貢
献
」
を
モ
ッ
ト
 
 

ー
と
し
社
員
一
同
努
力
し
て
お

り
ま
す
。
又
、
高
圧
ガ
ス
を
取

り
扱
う
事
か
ら
、
公
共
の
安
全

を
確
保
す
る
為
、
常
日
頃
か
ら

技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
め
ざ
し

人
材
の
育
成
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
 

次
回
は
、
岡
メ
ン
ズ
ピ
ア
レ
ス
と
日
本
通
運
囲
五
所
川
原
営
業
所
の
予
定
で
す
。
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誘
致
企
業
第
六
号

株
式
会
社
津
軽
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

2451 .. 

市
内
大
字
漆
川
地
区

(漆
川
工
業
団
地
)

設
立
年
月
日

平
成
二
年
六
月

十
八
日

代
表
者

代
表
取
締
役
社
長

斎
藤
文
一

事
業
内
容

室
索
ガ
ス
製
造

所
在
地

社員かちのひとこと

桜

従
業
員

男
子
五
名

当
社
は
、
お
岩
木
山
を
一
望

で
き
る
五
所
川
原
市
漆
川
工
業

団
地
に
、
目
立
東
部
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
株
式
会
社
津
軽
工
場
に

半
導
体
用
高
純
度
窒
索
ガ
ス
を

供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

オ
ン
サ
イ
ト
工
場
と
し
て
、
青

森
県
内
で
は
三
番
目
、
津
軽
地

区
と
し
て
は
初
の
空
気
分
離
プ

ラ
ン
ト
と
し
て
立
地
い
た
し
ま

し
た
。

当
社
で
は
、
親
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
巴
商
会
の
企
業
理
念

「
ユ
ー
ザ
ー
貢
献
」
を
モ

ッ
ト

宏さん (22歳)哲庭

私
は
、
今
の
会
社
に
入
社
で

き
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
い

ま
す
。

毎
日
が
充
実
し
、
出
社
し
て

来
て
楽
し
い
か
ら
で
す
。
し
か

し
辛
い
事
も
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
窒
素
ガ
ス
の
安
定
供
給
の

た
め
、
交
代
勤
務
で
夜
勤
が
あ

ー
と
し
社
員

一
同
努
力
し
て
お

り
ま
す
。
又
、
高
圧
ガ
ス
を
取

り
扱
う
事
か
ら
、
公
共
の
安
全

を
確
保
す
る
為
、
常
日
頃
か
ら

技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
め
ざ
し

人
材
の
育
成
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

る
こ
と
で
す
。
又
、
毎
日
技
術

の
勉
強
を
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
だ
か
ら
で
す
。
例
え
ば
各
種

ガ
ス
の
物
性
、
プ
ラ
ン
ト
装
置

の
内
容
な
ど
難
し
い
事
が
山
ほ

ど
あ

っ
て
悩
む
事
が
度
々
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
は
上
司
や
先

輩
が
助
け
て
く
れ
ま
す。

又
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
で
悩
ん

で
い
る
時
も
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
、
軽
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
内

環
境
な
の
で
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
共
に
大
変
充
実
し
て
い
ま

す
。

次
回
は
、

倒
メ
ン
ズ
ピ
ア
レ
ス
と
日
本
通
運
側
五
所
川
原
営
業
所
の
予
定
で
す
。
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高
橋
さ
ん
ら

に
特
別
賞
 

住
み

よ
い

環

境

作
品
表

彰
 

市
の
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
 

々
木
市
長
か
ら
、
ま
た
中
学
校
 

特
別
賞
を
受
け
た
児
童
、
生
 

入
選
作
品
の
表
彰
式
が
十
一
月
 
の

部
で
特
別
賞
を
受
け
た
六
人
 
徒
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

＋
四
日
、
働
く
婦
人
の
家
に
被
 
に
対

馬
昭
幸
市
民
保
健
協
議
会
 

◇
小
学
校
の
部
 

表
彰
者
な
ど
約
五
＋
人
が
出
席
 

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
 
▼
「

標
語
」
高
橋
京
子
（
沖
飯
 

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

詰
小
六
年
）
 

今
年
度
の
応
募
作
品
は
、
小
 
次

い
で
、
佐
々
木
市
長
と
対
 

▼
「
作
文
」
坂
本
直
美

（
五
小
 

学
校
の
部
に
」「
百
二
士
一
点
、
 

馬
会
長
が
「
今
回
の
受
賞
を
契
 
六
年
）
 

中
学
校
の
部
に
三
百
十
七
点
あ
 

機
と
し
て
住
み
良
い
環
境
づ
く
 
▼
「

習
字
・
書道
」
鶴
谷
真
智
 

り
ま
し
た
。
 

り
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
 

子

（
五
小三
年
）
、太
田
裕
介
 

表
彰
式
で
は
、小
学
校
の
部
 
あ

い
さ
「
、
釜
庖
市
教
育
長
が
 

（
栄
小
六年
）
 

で
特
別
賞
を
受
け
た
六
人
に
佐
 

励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 
▼
「
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
」
鈴
木
 

里
枝

（
南小
五
年
）
、関
玲
香
 

（
梅
泉小
六
年
）
 

◇
中
学
校
の
部
 

▼
「
標
語
」
成
田
人
美

（
第
四

中
二
年
）
、秋
田
智
春

（
第
一1
1
 

式
  

▼
「

作
文
」
飯
田
か
お
り
、
福

中
三
年
）
 

沢
良
香
（以
上
第
一
中
三
年
）
 

▼
「
習
字
・
書道
」
成
田
育
生
 

彰
 

（第
三
中
三
年
）
 

▼
「
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
」
長
尾
 

表
 

麻
美

（
」
辱
中
一
年）
 

!
 

防

歓
火協
力

口貝

2
6人
に

委
嘱

状
 

老

人
ホ
ー

ム
「

く

る
み

園

」
ー
 

五
所
川
原
市
立
養
護
老
人
ホ
 
る
の

が
目
的
で
、
く
る
み
園
周
 

す
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
 

ー
ム
「

く
る
み
園
」
の
防
災
協
  

辺
の
下
平
井
町
、
若
葉
第
一
、
 

一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
を
手
渡
 

力
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
＋
一
 
 

同
第
二
、
同
県
営
住
宅
、
同
市
 

し
ま
し
た
。
 

月
七

日
、

同
園
で
行
わ
れ
ま
し
  

営
住
宅
の
五
町
内
会
の
住
民
か
 

委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
 

た
。
 

ら
選
ば
れ
た
二
十
六
人
で
す
。
 

お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

防
災
協
力
員
は
、
災
害
発
生
 
交

付
式
で
は
、
小
山
内
有
義
 

▼
下
平
井
町
町
内
会
H
磯
辺
勇
 

時
な
ど
に
周
辺
住
民
が
積
極
的
  

助
役
が
「
入
所
者
の
安
全
確
保
 

司
、
木
村
嘉
四
雄
、
小
田
桐
教
、
 

な
協
力
活
動
と
態
勢
を
確
立
す
 
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

高
杉
ふ
み
 

▼
若
葉
第
一
同
H
中
西
剛
、
白
 

式
 

取
孝
一
、古
川
信
夫
、対
馬
保
、
 

三
浦
堅
蔵
、
藤
田
斉
、
藤
本
正

二
、
山
川
輝
雄
、
三
上
一
之
 

」り
 

▼
若
葉
第
二
同
H
島
谷
丈
、
中
 

交
 

井
亮
、
須
藤
兼
一
、
三
上
貢
 

▼
若
葉
県
営
住
宅
同
H
斎
藤
昭
 

h

天
 

男
、
倉
光
誠
、
小
笠
原
明
、
長
 

嘱
 

尾
美
秋
、
小
野
？
え
 

▼
若
葉
市
営
住
宅
同
H
成
田
達
 

委
 

也
、
松
倉
長
悦
、
葛
西
好
文
、
 

岡
本
恒
正
 

馨
憲の花かに
ー
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
対
馬
み
ね
さ
ん
（
米
田）
り
故
対
馬
さ
と
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円
 

〇
遠
州
会
五
所
川
原
支
部

（
渋
谷
宗
松
支
部長
）H
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会
の
益
金
四
万
二
百
二
十
九
円
 

o

五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会
（
二
月
千
代
三郎
会
長
）H
恵
ま
れ
な
い
人
に
と
年
賀
ハ
ガ
キ
六
百
枚
 

o

菊
栄
会
（
勤
労
青
少
年ホ
ー
ム
利
用
者
の
会
・
木
村
政
幸
会
長
）H
ホ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
チ
ャ
リ
テ
 

ィ
バ
ザ
ー
の
益
金
二
万
三
千
四
百
五
＋
円
 

⑥
老
人
ホ
ー
ム
「
く
る
み
園
」
に
絵
画
を
寄
贈
 

o

守
谷
俊
亮
さ
ん
H
八
幡
宮
境
内
の
風
景

（
三十
号
）
 

,
 

(第748号)@

高
橋
さ
ん
ら
に
特
別
賞

住

み

よ

い

環

境

作

広報ごしょがわら

市
の
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

人
選
作
品
の
去
彰
式
が
十

一
川

十
四
日
、
働
く
婦
人
の
家
に
被

衣
彩
者
な
ど
約
五
十
人
が
山
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
応
募
作
品
は
、
小

学
校
の
部
に
三
円
二
十
二
点、

中
学
校
の
部
に
三
百
十
七
点
あ

り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
小
学
校
の
部

で
特
別
賞
を
受
け
た
」
ハ
人
に
佐

々
木
市
長
か
ら
、
ま
た
中
学
校

の
部
で
特
別
賞
を
受
け
た
六
人

に
対
馬
昭
幸
市
民
保
健
協
議
会

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記

念
品
が
下
肢
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
佐
々
木
市
長
と
対

馬
会
長
が
「
今
刊
の
受
賞
を
契

機
と
し
て
住
み
良
い
環
境
‘
つ
く

り
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
、
釜
泊
市
教
育
長
が

励
ま
し
の
言
柴
を
述
べ
ま
し
た
。

予成3年(l991if-)121J 1 n 

品

表

彰

式

特
別
賞
を
受
け
た
児
夜
、
生

徒
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
小
学
校
の
部

V

「
標
語
」
高
橋
京
子
(
沖
飯

辻
一
一
川
小
六
年
)

V

「
作
文
」
版
本
目
美
(
五
小

六
年
)

V

「
押
下

・
丹
道
」
鶴
谷
点
智

子
(
五
小
三
年
)
、
太
山
裕
介

(
栄
小
六
年
)

V

「凶
阿
・
ポ
ス
タ
ー
」
鈴
木

虫
枝
(
南
小
五
年
)
、
関
玲
芥

(
梅
泉
小
六
年
)

。
中
学
校
の
部

V

「
原
玩
叩
」
成
田
人
美
(
第
阿

中
二
年
)
、
秋
田
知
H

芥
(
第
三

中
三
年
)

V

「
作
文
」
飯
旧
か
お
り
、
一
mm

沢
良
芥
(
以
と
第
一
中
三
年
)

V

「
押
宇

-A
道
」
成
田
汗
生

(
第
三
中
三
年
)

V

「
図
画

・
ポ
ス
タ
ー
」
長
尾

麻
美
(
三
好
中

一
年
)

立，

早長表

防
災
協
力
員
お
人

に
委
嘱
状

ー
老
人
ホ
!
ム
「
く
る
み
園
」

る
の
が
目
的
で
、
く
る
み
悶
周

辺
の
下
平
井
町
、
若
葉
第

一
、

同
第
二、

岡
県
常
住
宅
、
同
市

常
住
宅
の
五
町
内
会
の
住
民
か

ら
選
ば
れ
た
二
十
六
人
で
す
。

交
付
式
で
は
、
小
山
内
有
義

助
役
が
「
入
所
符
の
安
全
確
保

の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

五
所
川
原
市
立
長
護
老
人
ホ

ー
ム

「
く
る
み
岡
」
の
防
災
協

力
円
以
の
委
嘱
状
交
付
式
が
十

一

月
七
日
、
同
国
で
行
わ
れ
ま
し

た
。防

災
協
力
民
は
、
災
宮
発
生

時
な
ど
に
周
辺
住
民
が
積
極
的

な
協
力
活
動
と
態
勢
を
確
立
す

式

す
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、

一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
万
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

V
下
平
井
町
町
内
会
川
磯
辺
勇

司
、
木
村
点
四
雄
、
小
田
桐
教
、

高
杉
ふ
み

V
若
葉
第

一
同
川
中
西
剛
、
向

取
孝

一
、
古
川
信
夫
、
対
馬
保
、

三
浦
堅
席
、
藤
田
斉
、
藤
本
正

二
、
山
川
輝
雄
、

三
上

一
之

V
若
葉
第
二
同
川
島
谷
丈
、
巾

井
亮
、
須
藤
兼
一

、
三
ヒ
立

V
若
葉
県
営
住
宅
同
日
斎
勝
昭

如
、
分
光
誠
、
小
笠
原
明
、
長

尾
美
秋
、
小
野
つ
え

V
若
葉
市
営
住
宅
同
H
成
田
達

也
、
松
倉
長
悦
、
葛
西
好
文
、

岡
本
恒
正

付ー父状嘱委

。
社
会
福
祉
へ

O
対
馬
み
ね
さ
ん
(
米
間
)
日
故
対
馬
さ
と
さ
ん
の
芥
典
返
し
と
し
て
十
万
円

O
遠
州
会
五
所
川
原
支
部
(
渋
谷
宗
松
支
部
長

)H
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会
の
議
金
四
万
二
百
二
十
九
円

O
五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会
(
一
戸
千
代
三
郎
会
長

)
H恵
ま
れ
な
い
人
に
と
年
賀
ハ
ガ
キ
六
百
枚

。
菊
栄
会
(
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者
の
会

・
木
村
政
幸
会
長
)
リ
ホ
ー
今
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
チ
ャ
リ
テ

ィ
バ
ザ
!
の
益
金
二
万
三
千
四
宵
五
十
円

@
老
人
ホ
ー
ム
「
く
る
み
困
」
に
絵
画
を
寄
贈

O
守
谷
俊
売
さ
ん

H
八
幡
宮
境
内
の
風
長
(
三
十
号
)
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」ご
輪
一
舞
 

ハ
中
ル
？
ナ
・
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

見
合
い
か
ら
酒
の
強
さ
を
売
っ
 

て
お
く
 

一
 
策
 

ま
た
同
じ
顔
が
遅
れ
る
バ
ス
旅

行
 

あ
き
を
 

孫
抱
い
て
天
衣
無
縫
を
も
て
余
 

し
 

山
 
竿
 

人
生
の
岐
路
で
唾
く
神
の
声
 

西
 
光
 

新
妻
の
鏡
に
う
つ
る
脚
線
美
 

幸
 
花
 

遠
足
に
夢
で
ふ
く
ら
む
子
の
リ
 

ュ
ッ
ク
 

ぶ
ん
じ
 

青
森
県
北
方
領
土
返
還
促
進
協
議
会

（
会長

・
鳴海
広
道
県

議
会
議
長
）
な
ど
が
主
催
す
る
北
方
領
土
返
還
要
墜
月
森
県
民

大
会
が
十
一
月
十
八
日
、
市
中
央
公
民
館
で
県
内
各
地
か
ら
約

四
百
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
0
 

大
会
で
は
、
初
め
に
鳴
海
会

長
が
 
「北
方
四
島
は
歴
史
的
に

見
て
も
わ
が
国
固
有
の
領
土
で

す
。
早
期
返
還
実
現
の
た
め
、
 

一
致
団結
し
て
不
挑
不
屈
の
精
 
 

神
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
あ
いさ
つ
。
こ
の
後
、
 

名
誉
大
会
長
の
北
村
知
事

（代

理
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
佐
々
木

策
造
市
長
の
歓
迎
の
言
葉
、
岩
 
 

崎
総
務
庁
長
官

（
代
読）
、渡
辺

外
務
大
臣
（代
読
）
、松
尾
官
平

参
議
院
議
員
、
櫛
引
留
吉
、
成

田
守
両
県
議
会
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
及
川
喜
代
江
県

地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
理
事
が

現
地
研
修
会
に
参
加
し
た
際
の

体
験
発
表
を
行
っ
た
後
、
対
馬

勉
五
所
川
原
青
矢

パ
議
所理
事

長
と
太
田
一
男
市
青年
団
協
議

会
長
の
二
人
が
 
「日
ソ
平
和
条

約
締
結
促
進
に
関
す
る
決
議
」
 

「北
方
領
土
問
題
の
解
決
促
進

に
関
す
る
決
議
」
 
の
大
会決
議

を
読
み
上
げ
、
満
場
一
致
で
決
 
 

議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
天
内

義
秋
奥
津
軽
会
長
が
 
「強
力
な

返
還
運
動
を
推
進
し
、
北
方
領

土
の
早
期
返
還
実
現を
期
す
る

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
」
と
大
会

官
膏
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
外
交
評
論
家
の
津

英
武
氏
が
 
「見
て
き
た
北
方
領

土
」
と
題
し
て
記
念
講
演し
た

ほ
か
、
館
内
の
ロ
ビ
ー
で
は
北

方
領
土
パ
ネ
ル
展
示
会
、
署
名

コ
ー
ナ
ー
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ

ー
 

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
北
方
領
土

問
題
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て

い
ま
し
た
。
 

北方領土返還を訴えた県民大会 

川 

柳 

広報ごしょがわら (第748号)

ヨ!防 1領室温遺骨訴え
県民大会

ω平成3年(1991年)12月1日

青
森
県
北
方
領
土
返
還
促
進
協
議
会
(
会
長
・
鳴
海
広
道
県

議
会
議
長
)
な
ど
が
主
催
す
る
北
方
領
土
返
還
要
求
青
森
県
民

大
会
が
十
一
月
十
八
日
、
市
中
央
公
民
館
で
県
内
各
地
か
ら
約

四
百
人
が
参
加
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
初
め
に
鳴
海
会

長
が
「
北
方
四
島
は
歴
史
的
に

見
て
も
わ
が
国
固
有
の
領
土
で

す
。
早
期
返
還
実
現
の
た
め
、

一
致
団
結
し
て
不
携
不
屈
の
精

神
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ

つ。

こ
の
後
、

名
誉
大
会
長
の
北
村
知
事
(
代

理
)
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
佐
々
木

築
造
市
長
の
歓
迎
の
言
葉
、
岩北方領土返還を訴えた県民大会

崎
総
務
庁
長
官

(代
読
)、
渡
辺

外
務
大
臣

(代
読
)、
松
尾
官
平

参
議
院
議
員
、
櫛
引
留
吉
、
成

田
守
両
県
議
会
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
及
川
喜
代
江
県

地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
理
事
が

現
地
研
修
会
に
参
加
し
た
際
の

体
験
発
表
を
行

っ
た
後
、
対
馬

勉
五
所
川
原
青
年
会
議
所
理
事

長
と
太
田

一
男
市
青
年
団
協
議

会
長
の
二
人
が
「
日
ソ
平
和
条

約
締
結
促
進
に
関
す
る
決
議
」

「
北
方
領
土
問
題
の
解
決
促
進

に
関
す
る
決
議
」
の
大
会
決
議

を
読
み
上
げ
、
満
場

一
致
で
決

1

民
団一

ハキ
ムM9
ふ
t

議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

天
内

義
秋
奥
津
軽
会
長
が
「
強
力
な

返
還
運
動
を
推
進
し
、
北
方
領

土
の
早
期
返
還
実
現
を
期
す
る

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
」
と
大
会

宣
言
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
外
交
評
論
家
の
津

英
武
氏
が
「
見
て
き
た
北
方
領

土
」
と
題
し
で
記
念
講
演
し
た

ほ
か
、
館
内
の
ロ
ピ
ー
で
は
北

方
領
土
パ
ネ
ル
展
示
会
、
署
名

コ
ー
ナ
ー
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
北
方
領
土

問
題
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て

い
ま
し
た
。

パネル展示コーナー

困

圃川柳
岩
木
吟
社

見
合
い
か
ら
酒
の
強
さ
を
売

つ

で
お
く

策

ま
た
同
じ
顔
が
遅
れ
る
パ
ス
旅

一丁
ペィ
，

あ
き
を

孫
抱
い
て
天
衣
無
縫
を
も
て
余

し

山

竿

人
生
の
岐
路
で
噴
く
神
の
声
西

光

新
妻
の
鏡
に
う

つ
る
脚
線
美
幸

花

遠
足
に
夢
で
ふ
く
ら
む
子
の
リ

ュ
ッ
ク

ぶ
ん
じ
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子
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市
内
吹
畑
藤
巻
一
三
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二
一
）
 

私
の
風
景
 

「
免
 
山
入
 

一
彫
 

ー
レ
」
 

中
央
小
学
校
の
校
門
の
前
か

ら
用
水
路
を
は
さ
ん
で
グ
リ
ン
 

(（
ル
ト
が
奥
深
く
続
い
て
い
ま
 

そ
の
グ
判
P
ベ
ル
ト
づ
た
い
 

j
。
 

に
、
桜
、
篠
懸
、
柳
な
ど
四
季
 

広報ごしょがわら 平成 3 年（1991年）12月 1日 

丁
目
五
ー
二
）
 

スパイクタイヤの 
使用規制について 

山
本

淳
さ
ん
 

労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
る
 

を
彩
ど
る
並
木
が
果
て
の
な
い

よ
う
に
続
い
て
お
り
、
い
く
ら

見
て
も
見
あ
き
な
い
道
で
す
。
 

郵
便
局
へ
、
温
泉
へ
、
ま
た

病
院
へ
と
た
い
ぎ
で
な
く
足
を

運
ぶ
の
も
こ
の
並
木
が
心
や
す

ま
せ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
 

特
に
晩
秋
の
枯
一
色
の
季
節
に

実
を
し
っ
か
り
と
つ
け
て
存
在

感
を
示
す
篠
懸
が
大
好
き
な
の

で
す
が
、
今
は
枝
を
切
ら
れ
て

ま
る
た
ん
ぼ
う
に
な
っ
て
お
り
、
 

何
か
自
分
を
見
て
い
る
様
な
思

い
に
か
ら
れ
ま
す
。
八
十
に
な

る
私
で
す
が
来
年
を
た
の
し
み

に
葉
の
落
ち
た
こ
の
並
木
を
写
 

真
に
お
さ
め
て
み
ま
し
た
。h
 

五
所
川
原
料
理
学
院
々
長
の

山
本
淳
さ
ん

（
弥生
町
四
）
は

去
る
十
一
月
十
二
日
、
東
京
商
 

一
い
 

1
月
二
十
一
日
か
ら
行
わ
れ

た
秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間
の

期
間
中
は
、
火
災
の
発
生
も
な

く
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

な
お
、
消
防
ク
イ
ズ
は
、
全

問
正
解
者
が
多
数
い
ま
し
た
の

で
抽
選
に
よ
り
、
次
の
五
名
の

方
々
に
消
火
器
を
さ
し
あ
げ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

〇
工
藤
典
子

（
上平
井
町
六
六
 

ー
二
）
〇
阿
保
恵
治

（
布
屋

町
一
〇
ー
六
）
〇
木
村
祐
介
 

（
烏
森二
一
ー
一
六
）
〇
平

山
久
子

（
湊
船越
二
七
九

ー
 

七
）
〇
秋
元
庸
介

（
若葉
三
 
 

工
会
議
所
ホ
ー
ル
に
於
て
、
勤

労
青
少
年
福
祉
功
労
者
と
し
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
の
表
彰
は
、
勤
労
青
少
年

の
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
特
に

功
績
が
顕
著
で
あ
る
人
に
対
し

て
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

山
本
さ
ん
の
此
度
の
受
賞
は

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
教
養
講
 
 

座
「
く
ら
し
の
趣
味
と
教
室
」
 

の
料
理
講
座
の
講
師
と
し
て
、
 

昭
和
五
十
一
一
年
の開
設
以
来
、
 

一
度
も
休
む
こ
と
な
く
、
青
少

年
の
福
祉
増
大
の
た
め
、
多
大

に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
 

一
 

「秋
季
火
災
予
防
運
動
」
終
了
 

スパィクタイヤは、原則として使用禁止
されます。 
指定地域内の舗装道路の積雪凍結状態に

ない部分を走行するときは、スパイクタイ
ヤの使用が平成 3 年 4 月1 日から禁止され
ます。 違反者には、平成 4 年 4 月 1 日から 
1 0 万円以下の罰金J刊が科せられます。 
☆スパイクタイヤの使用が禁止されない自

動車 
●緊急自動車、災害時の緊急輸送車柄等 
●一定の身体障害者、戦傷病者の運転す
る自動車 

☆スパイクタイヤの使用が猶予される自動

車 
●車柄総重量 3t を超える自動車 

◇
お
わ
び
 
広
報
ご
し
ょ
が
わ

ら
＋
一
月
一
日
号
七
ペ
ー
ジ
の

合
同
金
婚
式
の
記
事
中
、
次
の

ご
夫
婦
の
記
載
も
れ
が
あ
り
ま

し
た
。
 

渋
谷
千
代
四
郎
さ
ん

・
サ
ワ

さ
ん
 
禽
瀬
）
 

深
く
お
わ
び
致
し
ま
す
。
 

【
 

(第748号)③

中
央
小
山
下
校
の
校
川
の
前
か

ら
川
水
路
を
は
さ
ん
で
グ
リ
ン

ベ
ル
ト
が
拠
深
く
続
い
て
い
ま

-。4
 

一私

の

風

景

一!
こ
こ
が
好
き
で
す
⑫ 

対

馬

暗

(市
内
吹
畑
藤
巻

晩

秋

広報ごしょがわら平成3年(1991年)12月1日

子
さ
ん

一O
l
一
三
)

そ
の
ク
リ

γ
ベ
ル
ト
、
っ
た
い

a's.
，&
M川
H

に
、
桜、‘

篠
懸
、
柳
な
ど
川
R
F

を
彩
ど
る
並
木
が
川本
て
の
な
い

よ
う
に
続
い
て
お
り
、
い
く
ら

けん
で
も
兄
あ
き
な
い
道
で
す
。

郵
便
局
へ

、
品
以
へ
、
ま
た

い
州
院
へ
と
た
い
ぎ
で
な
く
泌
を

述
ぶ
の
も
こ
の
並
木
が
心
や
す

ま
せ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
晩
秋
の
村
.
色
の
季
節
に

夫
を
し

っ
か
り
と
つ
け
て
作
花

感
を
一
ボ
す
篠
懸
が
大
好
き
な
の

で
す
が
、

A
ノ
は
枝
を
切
ら
れ
て

ま
る
た
ん
ぽ
う
に
な
っ
て
む
り
、

何
か
円
分
を
凡
で
い
る
峨
な
思

い
に
か
ら
れ
ま
す
。
八
ト
に
な

る
私
で
す
が
来
午
を
た
の
し
み

に
集
の
務
ち
た
こ
の
並
木
を
写

児
に
お
さ
め
て
み
ま
し
た
oh
山

↑一帯

U

E

閣
[

山
本

淳
さ
ん

労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
る

五
所
川
原
料
理
学
院
々
長
の

山
本
作
さ
ん
(
弥
生
町
内
)
は

去
る
卜

一
月
十
二
円
、
日
米
京
商

ド
ム
会
議
所
ホ
ー
ル
に
於
て
、
勤

労
青
少
年
福
祉
功
労
者
と
し
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
勤
労
背
少
年

の
福
祉
の
向
と
の
た
め
、
特
に

功
績
が
顕
芥
で
あ
る
人
に
対
し

て
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。

山
本
さ
ん
の
此
度
の
受
賞
は

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
教
長
講

「
秋
季
火
災
予
防
運
動
」
終
了

十
月
二
十

一
H
か
ら
行
わ
れ

た
秋
の
火
災
予
防
運
動
遡
間
の

期
間
中
は
、
火
災
の
発
生
も
な

く
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
消
防
ク
イ
ズ
は
、
全

問
正
解
者
が
多
数
い
ま
し
た
の

で
抽
選
に
よ
り
、
次
の
五
点
引
の

方
々
に
消
火
持
を
さ
し
あ
げ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。O
工
藤
典
子
(
上
平
井
町
六
六

l
三
O
阿
保
恵
治
(
布
地

町

一
O
l六
)

O
木
村
祐
介

(
烏
森
二一

l
l
一
六
)
O
平

山
久
手

(
湊
船
越
二
七
九
|

七
)

O
秋
元
服
介

(若
葉
一一一

口
五Iスパイク何ヤの父 1 :J 

一地

「く
ら
し
の
極
味
と
教
室」

の
料
理
講
座
の
講
師
と
し
て
、

昭
和
五
十
二
年
の
開
設
以
来
、

一
度
も
休
む
こ
と
な
く
、

h
H
少

年
の
福
祉
増
大
の
た
め
、

多
大

に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

。
お
わ
び

広
報
ご
し
ょ
が
わ

ら
十

一
月
一
臼
号
七
ペ
ー
ジ
の

合
同
金
婚
式
の
記
事
中、

次
の

ご
夫
婦
の
記
載
も
れ
が
あ
り
ま

し
た
。

渋
谷
千
代
四
郎
さ
ん

・
サ
ワ

さ
ん

で
川
噸
)

傑
く
お
わ
び
致
し
ま
す
。

スパイクタイヤは、原則として使用禁止

されます。

指定地域内の舗装道路の積雪凍結状態に

ない部分を走行するときは、スパイクタイ

ヤの使用が平成 3年 4月 1日から禁止され

ます。違反者には、平成 4年 4月 1日から

1 0万円以下の罰金刑が科せられます。

食スパイクタイヤの使用が禁止 されない自

動車

・緊急、自動車、災害時の緊急輸送車綱等

・一定の身体障害者、戦傷病者の運転す

る自動車

交スパイクタイヤの使用が猶予される自動

車

・車車両総重盆 3 tを超え る自動車



「ーー交通安全は家庭から 

窃故認観 
（、F或 3 年 II)に（〕HI見在） 

五所j】i原市交通安全対策協議会 

県 内 五所川原市管内 

発

生
  

6,722 (-100 ) 230 (-35 ) 

死
者
  

113 （一9) 3 （一 6 ) 

傷

者
  

8,229 (-180 ) 277（一48 ) 

スローガン― ( ）内は前年対上ヒ。 

守ります 

ベルトに速度に 

車間距離 

⑨平成 3 年（1991年）12月1日 	 広報ごしょがわら 
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ミJいc,、つc五っc五っc五っc五っc五っcJいc五っc五っじ毎年 12月 10日は『人権デ,fl'cAっc 

F ”マlv~へ1~ ’~J "I」”→ ”IJ ”ー 	 ぢ 
u 
か‘第43回人権週間一12月4日～12月10日 

一人ひとりの人権を尊重し、明るく豊かな社 

会をつく りましょう。 

毎日の生活の中で、何かお困りの時は、人権 

擁護委員、 または、青森地方法務局五戸斤川原支 

局にご相談下さい。 木目談は無恥＋で、秘密は厳守 

します。 

当市の人権擁護委員は右の方々です。 

⑥特設人権相談所の開設 

＞とき 平成 3 年12月11日（水） 

午前10時～午後 3時 

＞ところ 市内大町 「丸友デパート」 

6 階催事場 

＞相談担当者 人権擁護委員 

氏 	名 住 	 所 
郵便

番号 
電 話 

尾崎 正雄 五所川原市字田町187の18 037 34-2624 

対馬 郁夫 五所川原市松島町七丁目20 037 34-3121 

高橋 武一 五所”陳市大字藻川字千年356 037 36-2794 

船水 信一 五所川原市大字飯詰字福泉85の3 037 36 一 2127 

山谷 	清 五所川原市元町15.2の1 037 35-3035 

原 	芳江 五所川原市松島町七丁目54 037 35-8590 

阿部 育也 五所”源市大字羽野木沢字実吉16 037-06 29-2006 

大村 光子 五所川原市字旭町2 037 35-6363 

山口千代一 五所川原市大字毘沙門字中熊石211の1 037 H6-3938 
, 

鷲3鋼切冒霧国田り年末裁）蕪轟運動 
⑥実施期間 

平成 3 年12月 1 日 （日）から 3 6 日間 
平成 4 年1月 5 日 （日）まて、 

☆活動重点 

匡） 年末年始において、特に警戒を要する 

犯罪及び少年非行の防止 

② 暴力団の取り締まり 

（③ 交通事故の防止及び交通渋滞の緩和 

④） 雑踏事故の防止 

(5） 極左暴力集団等によるテロ・ゲリラの

防圧検挙 

(6） 未解決重要事件の早期検挙 

☆ス［コーガン 

●防犯は 日ごと 家こごと 地域ごと 

●締め出そう 暴力団は 街の敵 

1月10日は 

110番の日です 

1．何があったか（ドロン」ぐー、交通事故、けんか） 

2．いつ、 どこで（時間、場所、近くの目標） 

3‘どんなことが（事件、事故のフ伏況、 けが人） 

4．犯人は 	（人数、人相、特徴、逃走方向） 

5．あなたクH主所、氏名、電話番号 

五 所川 原 警察 署  

⑨実施期間 

平成 3 年12月15日 （日）から 

平成 4 年1月 5 日 （日） まで 2 2 

☆運動の重点 

（① 飲酒運転の追放 

（②） シー トベルトの正しい着用徹底 

（③ 子イ共と高齢者の交通事故防止 

④ 違法駐車の締め出し 

(5） 冬道の安全運転の推進 

3 6 日間 

2 2 日間 

⑨ 平成3年(1991年)12月1円 広報ごしょがわら (第748号)

yx第43固人権週間-12月4日---12月10日:JCyY.y:J…寸
ムc何人叫山<:A'J<:A'J山内入賞毎年12月10日は『人権デー』山cJ
一 人ひとりの人権を尊重し、明るく豊かな社

会をつくりましょう 。

毎日の生活の中て¥何かお困りの時は、人権

擁護委員、または、青森地 方法務局五所川原支

局にご相談下さしミ。相談は無料 で、秘密は厳守

します。

当市の人権擁護委員は右の方々です0

0特設人権相談所の開設

1>とき 平成 3年12月11日 (水 )

午前10時~ 午後 3時

1>ところ 市 内大町 「丸友デパー ト」

6階催事場

1>相談担当者 人権擁護委員

ijaij~æ濁昌@U及。ψ
。実施期間

平成 3年12月 1日(日)から

平成 4年 1月 5日(日)まで

大活動重点

3 6日間

① 年末年始において、特に警戒を要する

犯罪及び少年非行の防止

②暴力団の取り締 まり

③ 交通事故の防止及び交通渋滞 の緩和

④雑踏事故の防止

⑤極左暴力集開等によるテロ ・ゲリラの

防圧検挙

⑥ 未解決重要事件の早期検挙

大スローガン

・防犯lま 日ごと家ごと地域こ、と

・締め出そう暴力団は街の敵

1月10日は

ー10番の日です

1.何があったか(ドロボ一、交通事故、けんか)

2.いつ、どこで(時間、場所、近 iくの目標)

3.どんなことが(事件、事故 の状況、けが人)

4.犯人は (人数 、人相、特徴 、逃走方向)

5.あなたの住所、氏名、電話番号

五所川原警察署

氏 名 f主 戸庁
郵便
電話

番号

尾崎正雄 五所川原市字田町187の18 037 34 -2624 

対馬郁夫 五所川原市松島町七丁目20 037 34 -3121 

高橋武一 五所川原市大字藻川字千年356 037 36 -2794 

船木信一ヨ附11原市大字飯詰字福泉85の3 037 36 -2127 

山谷 j青 五所川原市元町15.2のl 037135 -3035 I 

原 芳江 五所川原市松島町七丁目54 037 35 -8590 I 

阿部育也 五所川原市大字羽野木沢字実吉16 037-06 29 -2006 

大村光子 五所川原市字旭町2 037 35 -6363 
ト 一一一一一一一一一一 一一一一

山口千代一 五所川原市大字毘沙門宇中熊石211のl 037 36 -3938 

平成 3年度

年末年始の交通安全運動
。実施期間

平成 3年12月15日 (日)から
2 2日広守

平成 4年 1月 5日(日)まで

公運動の重点

① 飲酒運転の追放

② シートベルトの正しい着用徹底

③ 子供と高齢者の交通事故防止

④ 違法駐車の締め出し

⑤ 冬道の安全運転の推進

交通安全は家庭から

… .""---1 l....J…ぃJ初
(平成 3年11月20日現在)

五所川 原市交通安全対策協議会

県 内 五所川原市管内

発 6，722 (-100) 230 (-35) 
生

死 113 (-9 ) 3 (-6 ) 
者

f易 8，229 (-180) 277 (-48) 
者

iスローガン1( 
)内は前年対比。

守ります
ベルトに速度に

車間距離
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特別障害者手当等の申請 

 

『随時受付けしています』 

■特別，章害者手当  

対 	象 	者 障・害 の 程 度 

11 20歳以上で日常生活に

常時特別の介護を要する

右記の在宅重度障害者。 

2．障害基礎年金等，障害

を事由とする年金の受給

者であっても対象になり

ます。 

3 ，身体障害者療養施設等

に入所している場合及び

病院等に3カ月以 L継続

入院している場合は受給

できません。 

日常生活に常時特別の介

護を要する重度障害者とは

国民年金法施行令別表1級

程度の障害が重複するもの

又は同程度以上と認められ

るもの。 

手当額及び支打、月 支 給 	の li」 	限 

1‘手当額は月額23,430円 

2 ．支払月は 2月、 5月， 

8月及び11月の4期にそ

れぞれの前月分までを支

払います。 

本人及び本人の配偶者も

しくは扶養義務者の前年の

所得が政令で定める額を超

えるときは、手当の支給が

停止されます。 

■β章害児福祉手当 

対 	象 	者 障 害 の f呈 	度 

1'20歳未満で、精神又は

身体に障害があり、日常

生活において常時介護を

要する右記の在宅障害児 

2．肢体不自由児施設等に

入所している場合及び障

害を支給事由とする年金

を受給している場合に対

象となりません。 

日常生活において常時介

護を要する障害児とは身体

障害者当帳1級程度（2級

の一部を含む。）の障害又は

特別児童扶養手当 1級、愛

護手帳「A」程度の障害の

うち最重度の障害と認めら

れるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1．手当額は月額12,750円 

2 ．支払月は 2月、 5月、 

8月及び11月の4期にそ

れぞれの前月分までを支

払います。 

本人及び本人の配偶者も

しくは扶養義務者の前年の

所得が政令で定める額を超

えるときは、手当の支給が

停止されます。 

ン問い合せ 市福祉事務所（内線 294番） 

* 求麟― 水道事業所庁舎移転のお知ら噂慧 

このたび水道事業所は、五所川原ガス跡（五所川原大橋横）に移転し、 

去る11月27日困より業務を開始しております。 

新庁舎所在地 〒037 
~ 

電 話 番 号 	（0 1 7 3)3 4-9 1 1 1 

(第748号)Q0平成3年(1991年)12月111 広報ごしょがわら

-特別障害 者 手当

対 象 再 降 "h: の 12 度

1 . 20歳以上で ~I 常生前に 日常生活に常時特別の介

常時特別の介護を要する 議を要する 4~度防主将とは

1，記の在宮市度防方針。 Ilij民年金法施行令目11表1級

2 障害基礎年金等、防芥 f¥U主の障害がif¥後するもの
を ιI~由とする年金の受給 又は同脱皮以 1-.と認められ

1fであっても対象になり るもの

ます。

3 身体障害".療養施設等

に入所している場合及び

病院等に3カ月以上継続

入院している場合は受給

できません。

下当額及び支払Jl 支給の制限

1 手当傾は月額23，450門 本人及び本人の配偶-/'fも

2 支払月は2月. 5刀、 しくは扶袋詰務者一のliij年の

8月及び1l)Jの4!91にそ 所得が政令で定める頒を超

れぞれの前月分までを支 えるときは、下、I!，の支給が

払います 停止されます

『随時受付けしています』

-障 害 児福祉手当

3長 .r，- 降 'h' の粍 rir

1 . 20歳未満で、精神Xは 日常生前において;:;¥"lI.'f介

身体に附'II~があり、 fl;:;:; JI!iを要する附ソ:一児とは身体

生活において常時介護を 防;i?1号、li帳1級f'O互(2級

要する ~i ，;~の在宅附'1 ' ;:児 の 一部を合む) の防'，I~X は

2 肢体不nl1l児施設等に 特目11児fit扶養手当 1級、愛

入所している場介及び附 ，;童手帳 rAJ限度の降'gの
1どを支給'1;山とする1f.合 うちi止4(度の障与と認めら
を受給している場介に対 れるもの

象となりません

下、'i綴及び支払)1 支給の :!jlJ 1浪

l 手斗額は)J傾12，7501'1 本人投び本人の配flll!iも
2 支払)Jは2)~‘ 5刀、 しくは扶i主義務!iの，iii1ドの
8 )~&び 11 )~の cl !91にそ liJií~}が政令で、定める額を超

れぞれのliij)J分までを支 えるときは、下、liの支給が

払います 停止されます

c>問い合 せ dH，'.¥キ11:'ILi:労J9f(内線 294孫)

このたび水道事業所は、五所川原ガス跡 (五所川原大橋横)に移転し、

去る11月27日(水)より業務を開始しております。

新庁舎所在地 干037
五所川原市字不魚住61香 1

(0173)34-9111 吉田

I=e. 言舌 矛長
田

Eコ
τ7 

5F 15固
ゴ!
コ|回 !日間 国必 101号線

11 

Ji[回
国

れ 木 川

1旦モ乞

至肖 ム

至弘前

1:土見コミユ|
ーティセンタ 巴ヨ国」

J
H山
崎

市
同
時新

庁
舎
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出稼者の主讐0)1" “ノー“ 五所川原市 

出稼相談内線281 

⑩平成 3 年（1991年）12月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第748号） 

G〕フ’『’=A  
T あし包営 

成人式は 

1月15日に行います 
市では 2 0 歳を迎えた力をお祝いするため次

のとおり成人式を行います。 なお、対象者には 

1 2 月中旬にハガキで通知いたします。 

＞日 時 平成 4 年 1月15日（加午前10時30分

レ場 所 市中央公民館大ホール（駅裏） 

D受付時問 午前 9 時30分～10時20分まて二 

D対 象 者 昭和46年 4 月 2 日から昭和47年 4 

月 1 F'l まて、に生まれた方 

）そ の 他 学校や勤務の都合で叶i外に住んで

おられる市出身者の方の参加も歓迎いたしま

す。 

『膿お宙の臼ロ』 	~ 
一 	 発表者募集」 

新しく成人になられる方に、 日頃感じている 

ことなどを述べていただく 「はたちの主張」 発 

表者を募集します。,ふ、るってご応5募ください。 

なお、選ばれた方には記念品を差し上げます。 

また成人式当日に発表していただきます。 

レテーマ 成人式を迎えるにあたって感じてい 

ること、決意など。 

ン発表時間 約 5 分間（原稿用紙 2 枚程度） 

ン応募資格 新成人（昭和46年 4 月 2 日から昭 

和47年 4 月 1 日までに生まれた方） 

ン応募期限 平成 3 年12月20日 （金） 

ン間い合せ先 市教育委員会社会教育課 

（内線250番） 

海外ハイスクール体験 
～中学・高校生のための海外派遣～ 

●アメリ力 

●オーストラ IJア 

●ニュージーランド 

）目的 青少年の年代は、社会意識に目覚める

最も大事な時期です。 情緒豊かな匡邦祭‘性や、 

優れた人格を養うことのできる、最も適切な

時です。 外国人生徒の家庭に滞在し、一緒に

通学し、相互の交友と理解を深めてみません

か。 

レ参加費 ァメリカ 365 .000円 その他

う募集締切り 平成 4 年1 月25日 （土） 

ン詳しい資料 企画調整課広報係（内線 315) 

）申し込み・問い合せ 

〒 160 東京都新宿区四谷2-11 大村ビル 3F皆 

ft03 - 3359 - 8421 F A X 03 - 3354 - 2つ1)7 
っ が る 

『東日流パソコン倶楽部』 
誕生！! 

*＊農業後継者のみなさん＊* 

農業で×2)簿記記帳、作業日誌等、パソコンI舌 

用で農業経営の記録をもっと簡潔なものに改善 

しませんか。 会費は年間 1,000円です。 

みんなでパソコンを勉強しま しょう。 

レ間い合せ 五所川原地区農業改良普及所 

廿35 - 5719（小野・長谷川） 

冬です0雪です 
◇スタッドレスタイヤで粉じんのない快適

な生活環境を。 

◇冬道は安全運転に心がけ、脱スパイクタ

イヤでスピードを控え、十分な車間距離

をとり、安全走行に努めましよう。 
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成人式は

1月15日に行います
市では 20歳を迎えた方をお祝しミするため次

のとおり成人式を行います。なお、対象者には

1 2月中旬にハガキで通知いたします。

1>日 時 、F成 4年 1月15円(/J，)斗二前10時30分

1>場 所 市中央公民館大ホール(駅裏)

じ〉受付時間 午前 9時30分-10時 20分まで

1>対象者 昭和46年 4月 2円から昭和47年 4

FJ 1円までに牛A まれた方

1>その他 学校や勤務の行15合で市外に住んで

おられる市出身者の方の参加も歓迎いたしま

す。

1[il(8駒⑭事匙募集」
新しく成人になられる方に、円頃感じている

ことなどを述べていただく「はたちの主張」発

表者を募集します。 ふる ってご応募くださしミ。

なお、選ばれた方には記念品 を主主し上げます。

また成人式、月 ilに発表していただきます。

1>テ ーマ IJ.文人式を迎えるにあた って感じてい

ること、 j夫;むなど。

1>発表時間 約 5分間(原稿用紙 2枚程度)

じ〉応募資格 新成人(昭和46年 4月 2円から昭

和47年 4月 1日までに牛.まれた方)

1>応募期限 平成 3年12月20円 (金)

1>問い合せ先 市教育委員会社会教育諜

(内線250番)

海外ハイスクール体験
~中学・高校生のための海外派遣~

・アメリカ
・オーストラリア
・ニュージーランド

仁〉 目的 冴少年の年代は、社会意識に目覚める

品も大事な時期です。情緒豊かな間際性や、

優れた人格を主主うことのできる、最も適切な

時です。 外同人乍j走の家庭に滞在 し、一緒に

通学し、相互の交友と問解を深めてみません

ヵ、。

1>参加費 アメリカ 365，000円その他

1>募集締切り 手成 4年 1月25円(士)

じ〉詳しい資料 企向調繋諜広報係(内線 315)

1>申し込み・問い合せ

〒160東京郎新術区間符2-11 大村ピル 3i!l''f 

ft03 -3359 -8421 FAX  03 -3354 -2207 

つが る

『東日流パソヨン倶楽部』

誕生!!
*牢農業後継者のみなさん本*

農業での簿記記帳、作業円誌等、 パソコン活

用で農業経営の記録をも っと簡潔なものに改善

しませんか。 会費は年間 1，000円です。

みんなでパソコンを勉強しましょう 。

1>問い合せ 五所川原地区農業改良将及所

宮 35-5719 (小野 ・長谷川)

冬です。雪です
。スタッドレスタイヤで粉じんのない快適

な生活環境を。

。冬道は安全運転に心がけ、脱スパイクタ

イヤでスピードを控え、十分な車間距離

をとり、安全走行に努めましょう。

出稼者のための 五所川原市日
市役所フリータイヤル M 

3Zムヂ謹設計認十こ、 困りごとの相談 に限り、歯 0120-4F!-4171
コトヨイナ 川

出稼者が安心して働くことがで き、留守家族と共 に充実した 目 付

情られる様、市がお手伝いするものです。 出稼相談内線281J 
11:ボ
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鱗の『 i§点Q)4 隻H 
・12月3oIJ（月）までト平常どおり 

・12月31日（火）は休み 

・ 1月 4 日（土）より平常どおり 

＠野里不燃物埋立地 

12月31日（火）午前中まて4自己搬入のみ利用で 

きます。 

r l月 3 日（金）より平常どおり 

⑥稲垣西部衛生センター 

止然えるコ’ミは、 12月30日（月）まて二、、 自己搬入 

（無料） のみ利用できます。 

1月 4 日（土）より平常どおり 

ごみ集積場所は、ごみ捨て場ではありません。 

休み期間中はゴミを 

出さないようにしましよう 

Ac?)曾「愛の献血」にご協力をノ 

期 	日 時 	間 場 	所 

12月16日（月） 

午前10時から 
正午まで 

市役所おまっり広場 

午後 1時から 
午後 4 時まで 

白生会胃腸病院前 

ゴミ の集積場所曹麟難「「 

霧卿百ー部変更 
L12月23日～来年3月31日まて 

積雪のために、 二み収集車の通行が困難とな

る次の集積場所を中止します。 期間は12月23日

から来年 3 月31日までです。 

その地域にお住まいの方は、 ご面倒でも近く

の大通りの集積場所を利用してくださし、。 

町 名 冬期間収集を中止する場所 

東 	町 全 町 内 

川端町 元大丸古川裏通り 

下平井町 
元五所川原ラジエーター店奥通り 

小川種店奥通り 

湊 “鉄橋附近 

雛 	田 川口整骨院前 

みんなの健康教室 
ン日，時 

12月20日（釘午後 1時 

＞場 所 

市保健センター 

レ講 師 

斉藤春雄先生（斉藤産婦人科医院長） 

＞テーマ 膝炎について 

＞主 催 北五医師会・市保健協議会 

ー」 

~ほけんだより 市役所 35-2111 
I , 
l , 

市の年末・年 業務案内 
⑥本庁と各支所は12月28日仕）から 1月 3 日（金うま

で休みます。 

ただし、本庁の収納課は、 12月30日（月）と 31日 

（火）午前中は窓口業務を行います。 

印鑑証明などは 3 か月間有効期間があります

ので、必要な方は年末・年始休み前を利用して

く ださし、， 

⑥西北中央病院は、12月28日（土）午後から 1月 3 

日（金）まて冬休み、 1月 4 日（土）から診療を始めま

す。 

⑨水道の故障修理の受付は、五所川原市水道事  

業I折中央管理センター（丑34 -9111）で行います。 

く》図書館は、12月26日（木）から 1月 4 日（ L）まで”図

書の閲覧と貸し出し業務は行いません。 

⑥市民文化会館、三道会館は、12月28日吐）から 

1 11 3 II(1)まで 滴受開房（は子 fし、ません。 

@）歴史民俗資料館と市民体育館は、12月27H(斜

から lI1 4 11(1:)まで、 中央公民館、働く婦人Q) 

家は、12月28日Hうから 1月 3 日（翻まで一般開放

を行いません。 

⑨勤労者野外活動施設（狼野長根） は、12月29 

II（日）から 1月 3 I“釘まて二一般開放は行いません。 

平成 3年(1991年)12月1日 広報ごしょがわら (第748号)⑫

iほけんだより 市役所 35-2111! 

iこの欄の問い合せ i 
保健環境課 (内線268・272)

22d司副の収集日
• 12月30日(月)まで平常どおり

• 12月31日(火)はイ木み

.lfj4日(土)より平常どおり

@野里不燃物埋立地

12月31日(火 )午前中まで自己搬入のみ利用で

きます。

1月 3円(金)より平常どおり

@稲垣阿部衛生センター

燃えるゴミは、 12月30円(月)まで、 自己搬入

(無料)のみ利 用できます。

1月 4円(土)より平常どおり

ごみ集積場所は、ごみ捨て場ではありません。

:休み期間中はゴミを i 
;出さないようにしましょう ;

絡す「愛の献血」にご協力を/

期 FI fI寺 間 士~ 所

午前10正時から
午まで

市役所おまつり広場

12月16日(月)
午後 1時から

円生会胃腸病院前
午後 4時まで

積雪のために 、 ごみ収集車の通行がl本l難とな

る次の集積場所を中止 します。期間は12月23円

から来年 3n 31 Hまでです。
その地域にお住 まいの方は、 ご面倒でも近く

の大通りの集積場所を利 用してください。

間J名 冬期間収集を中止する場所

* IsT 全 町 内JII端町 元大丸古川裏通り

][:五所川原ラジエータ 庖奥通り
下平Jl'llIJ 

1推

小川秘府奥通り

ィ奏 鉄橋附近

田 川口整汁院前

みんなの健康教室
b日.時

12 Jl 20 日(鉛午後 1 1l~JO

b場所

rli保健センタ

b講師

斉!燦平手雄先仕(斉)J;長産品!}人科医院長)

[>テーマ 川炎について

b主催 北5.医師会 ・市保健協議会

。本J芋と各支所は12月28日出から 1月 3日(鉛ま 業所'1'央作理センター (ft34-9111)で行います。

で休みます。(¥d)図書館は、 J2川2611(木)から 1月 411 (1:)まで|χ|

ただし、本庁の収納課は、 12川30n(円)と 3111 需の閲覧と貸 L，'1'，し業務は行いません。

伏)午前中は窓口業務を行います。 。市民文化会館、三道会館は、]2)) 28 r 1 (1:)から
印鑑証明などは 3か月間有効期聞があります 1 }-J 3 11 (金)まで A般開放はfハ、ません。

ので、必要な方は年末 ・年始休み前を利用して @歴史民俗資料館と市民体育館は、 12月27I1 (剣

ください。 から 1J j 4 II( Uまで、 中央公民館、働 く婦人の

O西北中央病院は、 12月28日〈土)午後から 1月 3 家 は、 12月2811(1:)から]片 3r 1 (紛まで一般開放

日(鉛まで休み、 1月 4日(土)から診療を始めま を行いません。

す。 (¥d)勤労者野外活動施設 (狼里子長恨)は 、12fJ29

0水道の故障修理の受付は、五所川原市水道事 II(円)から 1月 311 (剣まで一般開放(j:1f1.、ません。
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